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農林業振興の10年

１　農業振興の取り組み

後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
17
年
の
合
併
当
時
、
６
０

７
３
戸
だ
っ
た
本
市
の
総
農
家
戸

数
は
、
５
年
後
の
平
成
22
年
に
は

５
４
４
９
戸
ま
で
減
少
し
、少
子
・

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
の
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
市
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の

間
、「
庄
原
市
農
業
後
継
者
育
成

事
業
奨
励
金
」
と
し
て
、
市
内
で

新
た
に
農
業
専
業
経
営
を
目
指
す

農
家
の
後
継
者
６
人
に
対
し
、
営

農
研
修
を
行
う
た
め
の
奨
励
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
年
度
か
ら
は
「
庄
原

市
新
規
就
農
者
総
合
支
援
事
業
」

と
し
て
、
国
の
支
援
制
度
を
含
め

た
新
た
な
総
合
支
援
事
業
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

26
年
度
ま
で
の
間
に
17
人
の
新
規

就
農
を
目
指
す
人
や
新
規
就
農
後

の
人
に
対
し
、
研
修
・
施
設
機
械

整
備
・
経
営
の
安
定
化
・
就
農
の

定
着
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
別
に

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
新

規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
就
農
に
関
す
る
相
談
件

数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

合
併
当
時
の
新
規
就
農
者
数
は
年

間
３
人
程
度
で
し
た
が
、
合
併
か

農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

庄
原
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

す
。
市
は
、
継
続
的
・
安
定
的
な

収
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
農
業

の
再
構
築
を
目
指
し
、
平
成
18
年

度
か
ら
庄
原
市
農
業
自
立
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
営

農
意
欲
を
持
ち
、
販
売
を
目
的
に

農
畜
産
業
に
取
り
組
む
農
業
者
を

ら
10
年
が
経
過
し
た
今
、
年
間
10

人
程
度
が
就
農
し
、
合
併
以
後
43

人
が
新
規
就
農
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
持
続
的
な
農
業
振
興
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
が
必
須
で
あ
り
、

農
業
関
連
学
校
の
生
徒
や
Ｕ
Ｊ
Ⅰ

タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
希
望
者

を
含
め
、
新
た
な
担
い
手
に
対
し

て
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
だ
わ
り
米
の
推
進

　

県
内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
の
本
市

で
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の

安
全
安
心
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
大
切
で
す
。

　
「
こ
だ
わ
り
米
産
地
育
成
モ
デ

ル
事
業
」
は
、
庄
原
産
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
め
ざ
す
た
め
、
低
農
薬
・

低
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
安
心
な

米
づ
く
り
を
基
本
に
し
、
特
色
あ

る
栽
培
を
行
う
「
こ
だ
わ
り
米
」

を
地
域
に
広
め
て
い
く
取
り
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
補
助
事
業
と

し
て
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
３
団

体
が
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
竹
堆
肥
な
ど
を
使
っ
た

土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
米
を
独

自
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
や
米

商
談
会
な
ど
に
参
加
し
、
ブ
ラ
ン

ド
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て
、
地

域
農
業
所
得
の
向
上
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
事
業
採
択

を
受
け
た
３
団
体
が
庄
原
市
ブ
ラ

ン
ド
米
推
進
協
議
会
を
設
立
。
東

京
の
米
商
談
会
な
ど
に
参
加
し
、

知
名
度
向
上
と
販
売
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
広
が
る
こ
と
で
庄
原
産
米
の
さ

ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

支
援
す
る
「
庄
原
市
が
ん
ば
る
農

業
支
援
事
業
」、
農
業
者
か
ら
の

営
農
相
談
に
市
独
自
の
営
農
指
導

員
を
設
置
し
対
応
す
る
「
営
農
指

導
力
強
化
事
業
」、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
食
農
教
育
を
実
施

す
る
小
・
中
学
校
へ
支
援
を
行
う

「
食
農
教
育
モ
デ
ル
事
業
」、
農
業

法
人
の
育
成
を
支
援
す
る
「
農
業

法
人
育
成
事
業
」、
和
牛
増
頭
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
「
和
牛
振
興

対
策
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
「
庄
原
市
が
ん
ば
る
農

業
支
援
事
業
」
で
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
７
年
間
で
３
０
１
件

６
３
７
５
万
５
千
円
の
補
助
金
を

交
付
し
、
営
農
意
欲
の
あ
る
小
規

模
農
家
や
認
定
農
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
産
直
市
で
の
販
売
促

進
や
担
い
手
の
育
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
農
業
所
得
10
％
ア
ッ
プ
の
目

標
を
達
成
す
る
農
業
者
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
庄
原
や
広
島
県
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を

進
め
、
農
業
法
人
や
企
業
参
入
な

ど
に
よ
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
や

キ
ャ
ベ
ツ
団
地
の
形
成
な
ど
、
新

た
な
形
で
の
農
業
生
産
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
度

を
最
終
年
度
と
し
、
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
平
成
24
年
３
月

策
定
の
庄
原
市
農
業
振
興
計
画
と

あ
わ
せ
、
本
市
の
農
業
振
興
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
平
成
28
年

３
月
に
は
新
た
に
策
定
す
る
庄
原

市
農
業
振
興
計
画
へ
引
き
継
ぎ
ま

す
。

新
規
就
農
者
を
支
援

　　

県
内
一
の
農
業
算
出
額
を
誇
る

本
市
。一
方
で
、農
業
者
の
高
齢
化
・

板 倉　 孝 さん市 川 基 矩 さん

専業農家庄原市ブランド米推進協議会
会長

　米とホウレンソウの複合経営を
しています。ホウレンソウは祖父
の代から作り続け、現在パイプハ
ウス５棟で栽培しています。平成
25 年度に庄原市がんばる農業支援事業を活用して、高温
障害の防止機能や防虫ネット、パイプ強度を高めたパイプ
ハウス１棟（６ｍ× 30 ｍ）を導入しました。
　かなり経費がかかりましたが、この補助事業で３分の１
の補助をいただけたので助かりました。また、この事業を
申請する際には営農計画の記載が必要ですので、今後の自
分の経営を検討する良い機会にもなりました。
　現在、認定農業者取得に向けた準備をしていますが、こ
れが認められれば、より有利な補助が受けられますので、
ハウスだけでなくホウレンソウの栽培・収穫などに必要な
機械などの導入も検討し、作付面積を増やしていきたいと
思っています。

　山内地域で取り組んでいるブラ
ンド米「里山の夢」が高い評価を
いただく中で、東京や大阪などの
大都市に売り込みにいきました

が、一地域の取り組みだけでは他県産のものには太刀打ち
できないと強く感じたところです。
　そうした思いから、山内だけの取り組みにとどまるので
はなく、市内全体でブランド米作りが広まることが重要と
いう認識のもとで、昨年度、庄原市ブランド米推進協議会
を立ち上げました。
　ブランド米は ”安全安心でおいしい米 ”であることが大
前提です。それには土づくりが何よりも大切です。山内で
培った知識や技術を惜しみなく他の地域にも公開し、山内
方式が広がっていけば、庄原市の米の評価はさらに上がる
と思います。そしてそれをしっかりＰＲしていくことが大
切です。各関係機関がしっかり手を携えて、日本一のブラ
ンド米を目指す気概で取り組むことが必要だと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
今月は農林業振興をテーマにお届
けします。

１

２３

１_ブランド米づくりに取り組む山内自治
振興区の皆さん／２_食農教育モデル事
業／３._ 竹堆肥づくり
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県
内
最
大
の
和
牛
産
地

　

和
牛
振
興
で
は
、
市
や
関
係
機

関
が
協
力
し
、
技
術
的
な
支
援
に

加
え
、
継
続
的
な
飼
養
や
増
頭
を

め
ざ
し
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

合
併
当
時
、
市
内
の
和
牛
繁
殖

農
家
は
約
４
８
０
戸
で
、
約
１
９

０
０
頭
の
和
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
２
５
６

戸
、
約
１
４
０
０
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
も
飼
養
者
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
廃
業
が
増
加
す

る
中
、
５
割
近
い
戸
数
が
減
少
し

た
一
方
で
、
頭
数
は
３
割
弱
の
減

山
の
機
能
を
取
り
戻
す

　

森
林
に
は
水
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
環
境

保
全
の
機
能
と
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

を
中
心
と
し
た
木
材
生
産
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
森
林
面
積
は
10
万
４
７

１
５
㌶
あ
り
、
広
島
県
全
体
の
森

林
面
積
の
約
17
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が

多
く
存
在
し
、
森
林
資
源
と
し
て

利
用
で
き
る
木
材
が
伐
採
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
産
材
の
需
要
減
少

や
原
木
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、

伐
採
時
期
の
延
期
や
手
入
れ
の
遅

れ
て
い
る
森
林
が
増
え
る
な
ど
、

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
森
林
資

源
を
よ
り
効
率
的
に
供
給
す
る
基

盤
づ
く
り
と
し
て
、
広
島
県
、
市
、

森
林
組
合
が
連
携
し
、
路
網
の
整

備
や
団
地
化
に
よ
る
一
体
的
な
森

林
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
手
入
れ
の
遅
れ
て
い

る
森
林
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
事
業
」
に
よ
り
、
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
、
集
落
に
隣
接
す
る

里
山
林
や
竹
林
の
手
入
れ
を
実
施
。

毎
年
約
３
０
０
㌶
の
森
林
が
市
内

各
地
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
林
資
源
を
有
効
活
用

　

山
本
来
の
姿
に
戻
す
に
は
、
木

材
の
有
効
利
用
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

市
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
を
進
め
、
庄
原
中
学
校
や

東
城
小
学
校
、
庄
原
・
高
野
保
育

所
、
道
の
駅
た
か
の
な
ど
の
建
物

に
は
、
庄
原
市
産
材
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
に
稼
動

し
た
「
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
」
で

製
造
さ
れ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
、

市
内
14
の
公
共
施
設
に
導
入
さ
れ

た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
庄
原
市

産
材
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
新
た
な
動
き
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
間
伐
材

な
ど
を
「
木
の
駅
」
に
運
び
出
し
、

地
域
通
貨
に
よ
る
木
材
の
買
い
取

り
と
商
店
で
の
利
用
で
、
資
源
活

用
と
経
済
循
環
が
生
ま
れ
る
「
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
東
城

地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
の
持
つ
環
境
保

全
の
機
能
と
効
率
的
な
木
材
生
産

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
循
環
可
能
な
森
林
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

統
を
受
け
継
ぐ
和
牛
肉
で
、
取
り

扱
い
店
舗
で
の
売
り
上
げ
も
増
加

す
る
な
ど
、
各
方
面
か
ら
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
供
給
頭
数
の
増
加

に
向
け
た
支
援
や
、
ブ
ラ
ン
ド
和

牛
の
生
産
基
盤
と
な
る
母
牛
群
の

増
頭
対
策
を
強
化
し
て
お
り
、
県

内
最
大
の
和
牛
産
地
で
あ
る
庄
原

を
次
世
代
へ
伝
承
で
き
る
基
盤
の

確
立
を
め
ざ
し
、
着
実
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

め
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

「
比
婆
牛
」
は
こ
う
し
て
全
国
に
広

が
り
、
日
本
の
和
牛
改
良
に
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
入
り
、
和
牛
の

役
割
が
農
耕
用
か
ら
肉
用
に
転
換

さ
れ
て
か
ら
も
、「
比
婆
牛
」
は
、

但
馬
の
牛
と
の
計
画
的
な
交
配
を

行
う
こ
と
で
、
大
幅
に
そ
の
資
質

を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
61
年
に
広
島
県

内
で
統
一
し
た
種
牛
づ
く
り
が
始

ま
り
、
以
降
、
県
産
和
牛
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
名
称
も
「
広
島
牛
」
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
広
島
牛

の
全
国
的
な
知
名
度
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
、
ま
た
全
国
的
に
も
和
牛

血
統
の
似
通
い
が
急
激
に
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
地
域
の
伝
統
・
歴
史

を
受
け
継
ぐ
特
徴
の
あ
る
和
牛
づ

く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
和
牛
振
興
に
向

け
、
産
地
庄
原
の
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年

７
月
に
ブ
ラ
ン
ド
振
興
組
織
「
あ

づ
ま
蔓
振
興
会
」
が
設
立
し
、
和

牛
肉
「
比
婆
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
認

証
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
比
婆
牛
」
は
、「
岩
倉
蔓
」
を

祖
に
改
良
さ
れ
て
き
た
歴
史
・
伝

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
県
内
最
大

の
和
牛
産
地
の
座
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活

　

か
つ
て
の
比
婆
庄
原
地
域
は
、

日
本
最
古
の
４
大
蔓つ

る
う
し牛
の
ひ
と
つ

「
岩い

わ
く
ら
つ
る

倉
蔓
」
を
も
と
に
し
た
集
団

的
・
計
画
的
な
和
牛
改
良
が
進
め

ら
れ
、
優
秀
な
和
牛
の
産
地
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
和
牛
は
「
比
婆
牛
」

と
呼
ば
れ
、
遠
方
か
ら
多
く
の
畜

産
家
が
比
婆
牛
を
買
い
求
め
る
た

木 村 英 宗 さん表　  良 則 さん

庄原和牛改良組合 副組合長
（あづま蔓振興会事業推進委員長）

東城木の駅実行委員会
委員長

　これまで子牛価格の低迷が続
き、畜産業界も厳しい状況にあ
りましたが、比婆牛ブランドの取
り組みによって、盛り返してきた
と感じています。この取り組みで、子牛の市場価格が上昇
に転じ、現在、比婆牛の子牛価格は安定しています。
　また、食に対する安全が求められる中で、消費者も地産
地消という地元志向が強まり、比婆牛の安全性の評価につ
ながっている部分もあると思います。
　こうした評価の中で比婆牛への期待は高まっています
し、生産者の意欲は上がっていると思います。実際に比婆
牛素牛は着実に増えてきています。
　しかしながら、供給の面では需要に追いついていない現
状があります。数を少しずつ増やしていくことを目標に掲
げながら、こうした比婆牛への関心が高まっている今、比
婆牛を含めた和牛振興の取り組みを、関係機関が一丸と
なって進めていく必要があると思います。

　木の駅プロジェクトも昨年８
月のスタートから１年が経ちまし
たが、手応えを感じています。

　 　スタート以来順調に進み、出
荷登録者数も昨年のスタート時より20人増えて91人、本
年も600トンの計画のうちすでに約260トンが出荷され、
このままいけば目標の600トンを超えると予想しています。
　また、加盟店舗も設立当初の59店舗から78店舗に増
え、この事業に参加するメリットを感じていただいていま
す。ぜひこの取り組みが、市内全体へ広がりを持つような、
そういった方向に向いてほしいという思いがあります。
　そのためにはリーダー役が必要だと思います。東城地域
では、この取り組みをスタートする際に７つの自治振興区
が一緒に取り組んだことが強みになりましたので、自治振
興区はその役割を担えると思います。振興区で進めること
で、より事業の浸透も図られていくと思いますし、市の支
援も受けやすくなると思います。

１_ 比婆牛素牛の初せりの様子（Ｈ
26.7）／２_比婆牛ブランドの和牛肉販
売（Ｈ26.7～）／３._ひろしまの森づ
くり事業で市内各地の森林整備が進む
（Ｈ19.5～）／４_東城木の駅プロジェ
クトスタート（Ｈ26.8～）

２　和牛振興の取り組み３　林業振興の取り組み

４

３

２

１
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